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１．研究計画の概要 

ゲーム理論の先端的研究によって、「利害
の対立する人間は、制度、市場、組織を通じ
ていかにして効率的かつ衡平で安定な経済
状態を実現できるか」という基本テーマを、 
(i）市場システムの動学・非完備情報ゲーム
分析、(ii) 組織・情報・インセンティブの
ゲーム分析、(iii) 政治経済学のゲーム分析、
の三つの視点から探求する。 
 
２．研究の進捗状況 

市場の動学・非完備情報ゲーム分析では、

動学ゲーム理論、非完備情報ゲーム理論や数

理ファイナンス理論を用いて、マクロ経済変

動と戦略的行動の動学メカニズムや非対称

情報、非完備市場の効率性と分配機能を分析

している。組織・情報・インセンティブのゲ

ーム分析では、交渉ゲーム理論、繰り返しゲ

ーム理論や非完備情報ゲーム理論を用いて、

非市場システムとしての組織の意思決定を

考察している。政治経済学のゲーム分析では、

非協力ゲーム理論と協力ゲーム理論を総合

するゲームの一般理論を構築し、行動経済学、

社会選択理論、ネットワーク理論、国際経済

学の視点から利害の対立と協力の問題を分

析している。 

具体的な研究成果として次のようなもの

がある。劣等財が存在する二国間貿易の動学

モデルを分析し、定常貿易均衡が複数存在し

均衡成長経路が非決定的となることを証明

した。最近の金融危機の原因の一つとされる

「曖昧な情報」を非協力ゲーム理論の枠組み

に取り入れ、投資家が個人情報に基づいて純

粋に投機的な行動をとる条件を解明した。先

物市場のゲームモデルを提示し，取引所に上

場される先物契約が内生的に決定される意

思決定プロセスを明らかにした。交渉理論の

公理分析と戦略分析を融合させ、新しい交渉

解を提示した。私的情報下での繰り返しゲー

ムでの新しいフォーク定理を証明した。「反

復ポテンシャル」という新しい概念を用いて

不完備情報に対する均衡の頑健性の十分条

件を与えた。効率的な資源配分を実現するた

めの自発的な制度構築の問題を考察し、否定

的な通説に反して、制度構築の可能性を理論

的に示しゲーム実験によって実証した。社会

的決定および個人的決定の双方において複

数の意思決定基準を含む一般的な社会選択

問題を定式化し、可能性定理を示した。自由

貿易地域(FTA)の動学的ネットワーク分析を

行い、自由貿易地域ネットワークの形成過程

を動学シミュレーションにより分析した。 

 
３．現在までの達成度 

➀当初の計画以上に進展している。 
（理由） 

三つの研究組織の研究は当初の予想を超

えて順調に進展し、従来の研究成果を発展

させる新しい研究成果を得ている。すでに

研究の初年度からAER, Econometrica, 
Journal of Economic Theoryなどを含む経

済学の国際的なトップジャーナルに研究成
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果が掲載され、その学術的価値は国際的に

高く評価されている。また、各研究分担者

は国際会議で積極的に研究報告し、国際的

な学術交流を推進している。 
 
４．今後の研究の推進方策 

これまでの研究成果を踏まえて、ゲーム理
論の先端的な分野の研究をさらに深化、発展
させていくとともに、ゲーム理論的視点から
グローバル化した現代社会で発生している、
金融危機、環境問題、多国間協調の制度設計、
自由貿易協定、民主主義社会における選択と
厚生、などのさまざまな問題を考察する計画
である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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